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【
申
請
の
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
】
市
民
環
境
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国
保
年
金
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健
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高
齢
者
介
護
保
険
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内
線
１
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８
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議　
長　

久
保
田
幸
治

副
議
長　

水
野
英
夫

　

議
会
の
常
任
委
員
会
等
の
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　
○
副
委
員
長
）（
敬
称
略
）

■
総
務
文
教
委
員
会

◎
西
條
豊
致
○
上
松
永
林

　

渋
川
芳
三　
山
﨑
一
郎　

久
保
田
幸
治

■
産
業
建
設
委
員
会

◎
水
野
晴
光
○
竹
井
政
志

　

石
田
克
男　

渡
邉
吉
晴　

望
月
弘
幸

■
福
祉
環
境
委
員
会

◎
小
林
初
子
○
高
山
恒
夫

　

渡
辺
美
智
子　

佐
藤
正
夫　

水
野
英
夫

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
小
林
喜
美
治
○
渋
川
芳
三　

佐
藤
正
夫

　

渡
邉
吉
晴　
山
﨑
一
郎　

望
月
弘
幸

新
し
い
議
会
構
成

市議会 12月定例会から
　12 月12日に招集された市議会 12 月定例会は、17日間の会期
で開催され、上程された16 議案はすべて可決・承認されました。
　昨年 11月に執行された市議会議員一般選挙後、はじめての開
催となった今定例会では、議会初日に、正副議長をはじめ各常任
委員会や議会運営委員会などの議会構成も決められ、新たな体
制でのスタートとなりました。

市議会議員一般選挙後はじめての議会

補
正
予
算
案

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
案
は
、

約
２
億
７
１
９
２
万
円
の
増
額

と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
平
成
22

年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

１
３
８
億
８
２
１
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
特
別
会
計
で
は
、

約
３
０
８
２
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
保
存
文
書
整
備
事
業
（
６
０
０

万
円
）･･･

旧
第
３
中
学
校
を
行

政
文
書
保
管
場
所
と
し
て
整
備
す

る
た
め
の
書
架
購
入
等
。

▽
子
ど
も
の
安
心
安
全
対
策
推

進
（
安
心
子
ど
も
基
金
）
事
業

（
６
８
３
万
円
）･･･

県
の
基
金
を

活
用
し
保
育
所
等
子
育
て
支
援

関
連
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
。

▽
予
防
接
種
等
事
業
（
５
４
０
万

円
）･･･

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
収
経
費
の
不
足
分
お
よ

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
軽
減
の
た
め
。

▽
鳥
獣
対
策
事
業
（
８
８
万
円
）

･･･

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
増

に
よ
る
駆
除
対
策
経
費
。

▽
除
雪
対
策
事
業
（
２
８
９
０
万

円
）･･･

除
雪
機
械
の
修
繕
お
よ

び
除
雪
路
線
の
残
雪
処
理
。
ス

キ
ー
大
会
週
間
期
間
中
の
除
雪

等
経
費
等
。

▽
ス
キ
ー
大
会
週
間
開
催
事
業

（
１
２
０
万
円
）･･･

ス
キ
ー
大
会

週
間
開
催
に
伴
う
経
費
増
額
。

▽
（
き
め
こ
ま
か
な
交
付
金
）
市

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
整
備
事
業（
１
５
８

７
万
円
）･･･

き
め
こ
ま
か
な
交

付
金
を
活
用
し
、
地
域
活
性
化

行
事
や
研
修
等
市
民
が
参
加
す

る
交
通
手
段
と
し
て
、
中
型
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
購
入
経
費
。
以
下
「
き

め
こ
ま
か
な
交
付
金
」
関
係
補
正

総
額
約
１
億
５
０
５
４
万
円
。

条
例
案･･･

総
数
３
件

▽
飯
山
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
案･･･

総
数
２
件

▽
教
育
委
員
会
委
員･･･

山
﨑
秀

美
（
継
続
）

▽
飯
山
市
監
査
委
員･･･

山
﨑
一

郎
（
継
続
）

負
担
し
た
医
療
費
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
部
を
支
給

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て

　

同
一
世
帯
で
同
じ
医
療
保
険
制

度
に
属
す
る
家
族
が
、
対
象
期

間
内
に
一
定
額
を
超
え
た
自
己
負

担
を
し
た
場
合
、
超
過
分
の
金
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
世
帯
に

は
、
１
月
中
に
市
役
所
ま
た
は
県

の
広
域
連
合
か
ら
通
知
し
ま
す
※

の
で
、申
請
を
お
願
い
し
ま
す
（
申

請
が
な
い
と
給
付
で
き
ま
せ
ん
）。

●
平
成
21
年
８
月
１
日
～
22
年

７
月
31
日
の
間
に
医
療
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
双
方
を
利
用
し
、
自
己

負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
以
上

あ
っ
た
世
帯
が
対
象
で
す
。

●
市
外
か
ら
転
入
し
た
り
、
他
の

医
療
保
険
か
ら
飯
山
市
国
保
に

加
入
さ
れ
た
方
は
正
確
な
計
算
が

で
き
ま
せ
ん
。
元
の
市
町
村
・
医

療
保
険
か
ら
発
行
さ
れ
た
医
療
お

よ
び
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

証
明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
市
か

ら
通
知
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
７
月
31
日
に
加
入
し
て
い
た
医

療
保
険
が
申
請
窓
口
で
す
。
市
の

国
保
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
以
外
の
方
に
は
原
則
通
知
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

保
険
窓
口
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北陸新幹線
整備状況

降
っ
た
雪
は
温
水
で
消
す

綱
切
橋
下
に
取
水
施
設
建
設
、
散
水
消
雪
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　

北
陸
新
幹
線
第
５
千
曲
川
橋

梁
（
菜
の
花
大
橋
）
か
ら
少
し
離

れ
た
綱
切
橋
の
下
、
飯
山
側
の
千

曲
川
に
建
設
し
て
い
る
施
設
を
目

に
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
新
幹
線
を
安
全
に
走
行

さ
せ
る
た
め
、
千
曲
川
の
水
を
利

用
し
て
軌
道
消
雪
を
行
う
た
め
の

千
曲
川
取
水
基
地
整
備
工
事
で
す
。

　
こ
の
取
水
・
散
水
消
雪
シ
ス
テ

ム
は
、
取
水
基
地
か
ら
の
千
曲
川

の
水
を
導
水
管
を
介
し
て
貯
水
槽

に
送
り
、
50
度
ま
で
加
熱
後
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
で
消
雪
し
、
散
水
さ

れ
た
水
を
集
水
再
利
用
し
な
が
ら

減
水
分
を
補
給
す
る
も
の
で
、
雪

国
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。

　

千
曲
川
取
水
基
地
で
取
水
さ

れ
た
水
は
、
新
町
消
雪
基
地
・
岩

井
消
雪
基
地
・
西
笠
原
消
雪
基

地
へ
そ
れ
ぞ
れ
送
水
さ
れ
る
予
定

で
、
工
事
は
千
曲
川
の
流
れ
を
変

え
る
こ
と
の
無
い
よ
う
十
分
配
慮

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

取水基地

河　川 取水
ﾎ ﾝ゚ﾌﾟ

導
水
管

貯水槽沈
殿
槽

除
塵
槽

循
環
槽

高架橋 加熱機室

排
水
路
へ

排
水
路
へ

国道117号新町信号交差点付近から木島側に向かって撮影

対
象
者
は
ご
記
入
の
う
え
、
各
隣
組
長
さ
ん
へ

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
す
べ
て

の
方
に
、
現
在
の
心
身
状
況
や
日

常
生
活
の
様
子
等
を
伺
う
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布
し
て
、

介
護
予
防
の
必
要
な
方
に
、
介
護

予
防
教
室
へ
の
参
加
を
勧
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
１
月
の
検

診
申
し
込
み
書
と
併
せ
て
、「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
25
項
目
の

質
問
に
「
は
い
」「
い
い
え
」
で
答

え
る
も
の
）
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
、
各
組
長
さ
ん
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
郵
送

に
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者　
65
歳
以
上
の
方
（
た

だ
し
、
介
護
認
定
者
は
除
く
。）
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■募集職種・人数
　①給食調理業務 ･･･ 若干名
　②図書館司書 ･･･ 若干名
■勤務条件　
　市職員服務規程、市臨時 ･嘱託職
員勤務条件基準によります。
■勤務場所
　市内小中学校、市立飯山図書館
■応募資格
　①調理師資格をお持ちの方
　②司書資格をお持ちの方
■試験内容　書類審査および面接
■試 験 日　2 月10日（木）

■募集職種・人数　市業務全般
　①臨時職員・嘱託職員･･･ 若干名
　②障がい者対象臨時職員･･･若干名
■勤務条件
　市職員服務規程、市臨時 ･嘱託職
員勤務条件基準によります。
■応募資格
①②申し込み時に飯山市に住民登録
　してあり、市内に居住している方
②障害者手帳の交付を受け、自力通
　勤、職務遂行が可能で、受験要綱
　程度の判読が可能であること。
■試験内容　書類審査・面接
■試 験 日　2 月16日（水）（予定）

【市の臨時職員・嘱託職員】庶務課 庶務係 内線 333 
【学校給食調理員・図書館司書】子ども課 学校教育係 内線 361
【保育園臨時保育士・保育園給食調理員】子ども課 子育て支援係 内線 363

■募集職種・人数
　①保育士…若干名
　②給食調理員…若干名
■勤務条件
　時給８００円（日額６４００円）、その他
は市規定によります。
■勤務場所
　市内保育園
■応募資格
　①保育士資格をお持ちの方
　②調理師資格をお持ちの方
■試験内容　書類審査および面接
■試 験 日　2 月10日（木）

臨時職員・嘱託職員を募集します

　飯山市および飯山市教育委員会では、臨時・嘱託職員を下記のとおり
募集しています。いずれの職種も任用期間は４月１日から9 月30日（勤
務成績により更新できます）となります。
　希望される方は、２月４日（金）までにハローワーク飯山発行の紹介状
および自筆履歴書（写真貼付）を持参のうえ、各担当課へ提出してください。
　なお、試験結果については、試験実施後ご本人に直接通知いたします。

【お問い合わせ・お申し込み先】 
飯山市役所 ☎ 62-3111

臨時職員
（①学校給食調理員・②図書館司書）

臨時職員
（①保育士・②保育園給食調理員）

①市の臨時職員・嘱託職員
②障がい者対象の市の臨時職員


